




























































































































































































































































































































書』“Encyclopédie méthodique, ou Par ordre de
matières”を全巻揃いで所蔵しています（貴重書
庫　035-E58）30）。
５．おわりに
本稿をまとめるにあたり、諸先輩が残してきた
記録を読み返し、図書館情報大学の出発にあたり、
先駆的なモデル図書館たるべく、関係者一丸とな
って努力を重ねてきたことに感銘を受けました。
現在の当館の職員四名全員が力を合わせ、図書館
情報学図書館をよりよくするために微力を尽くし
たいと存じます。この度は、貴重な紙面を割いて
当館の紹介をさせていただく機会を賜り、ありが
とうございました。
（きたに　ようこ）
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開かれた大学の開かれた専門図書館─筑波大学図書館情報学図書館
気谷　陽子（筑波大学附属図書館情報サービス課主任専門職員図書館情報学図書館担当）
筑波大学図書館情報学図書館は、筑波大学附属図書館に設けられている 4つの専門図書館の一
つであり、平成14（2002）年10月に、旧図書館情報大学が筑波大学と統合したことによって現在の
形になった。筑波大学附属図書館は開館以来、開かれた図書館、集中管理、全面開架を特徴とし、
中央図書館を含めて全館が同じ仕組みで運営されている。当館の蔵書は、主として旧図書館情報
大学時代に、（1）基礎的情報資料、（2）図書館情報学関係資料、（3）参考図書資料、（4）教育・研究
の展開に直接関わる情報資料、を収集することを選書方針に掲げ、第一次から第三次まで実施さ
れた資料整備計画および文部省から配分を受けた大型コレクションによって、図書館情報学分野
の専門図書館にふさわしい蔵書を目指して整備された。
